
 

アジア・アフリカ現場立脚型環境リーダー育成プログラム 募集案内 

（平成 25 年 10 月短期コース募集用） 

 

１．プログラム概要 

東京農工大学大学院では、全学横断的に設けた「アジア・アフリカ現場立脚型環境リーダー育成プロ

グラム」（修士・博士課程）において、現場で地域の人々と協働しながら、十分な知識に基づいて現場

の問題を的確に把握し、技術と広い視野を持って実効性の高い環境対策・政策を提言し実現できる「現

場立脚型環境リーダー」の養成を行います。 

本プログラムでは、日本人学生とアジア・アフリカ地域からの留学生が多様な視点から意見を交換し

あい国際的な広い視野から環境問題を議論し、タイ、マレーシア、ベトナム、ガーナ、中国に設置され

た教育・研究拠点とそこに設置する機材を活用できる体制が提供されます。 

本プログラムは既存の専攻等に属しながら追加補完的に履修するもので、修了者にはプログラム修了

証明書が授与されます。 

 

 

２．カリキュラム（全て英語で行われます） 

（１）講義 ：以下の科目群に属する科目から選択します。 

・ 「持続可能な社会と環境」科目群：アジア・アフリカ地域を含む地球の環境問題の現状と背景、そ

れに対する国際協力の歴史や課題などを論じることで環境問題に対する俯瞰的な視野を養い、アジ

ア・アフリカにおける現地状況に則した実効性の高い対策や政策を提言し実現する素養を養います。 

・ 「環境科学」科目群：環境問題を科学的に理解し、また環境を持続的に保全する知識と技術を学び

ます。 

・ 「グリーンテクノロジー」科目群：劣化した環境の修復技術や劣化防止のための制度と技術、ある

いは環境負荷の小さい生産技術や産業システムについて学びます。 

・  

（２）実習・演習：以下の「実習・演習」科目群の中の科目から選択します。 

・ 環境計測評価実習 

・ 国際環境農学課題別実習 

・ グリーンテクノロジー実習 

・ 農村社会調査実習 

講義と実習・演習の科目名と単位数は、別紙１として添付する科目リストを参照してください。 

 

(3)FOLENS セミナー 

学生が多様な経験・研究分野・各国の状況にもとづく視点を持ち寄りながら、既存専攻や正規科目の

枠組にとらわれない学際的・実践的な学び合いを主体的に進める場として、現場訪問やその事前後学習

からなる月例セミナーを実施しています。詳細な内容は、本プログラムのウェブサイト

（http://www.tuat.ac.jp/~folens/index_j.html）を参照して下さい。 

 

３．募集コース 

※応募に当たっては、事前に指導教員と十分に相談し、許可を得てください。 



 

 

（１）短期コース 

① 概要・プログラム修了要件 

本プログラムが定める講義 4 単位、及び国内実習 1 単位（上記 2．カリキュラム参照）を 1 年以内

に履修する必要があります。自らが所属する専攻等の履修科目と重複することも可能です。 

※本コースとの違いは、履修期間が短い点と、海外フィールド実習及びインターンシップが提供さ

れない点です。 

② 応募資格 

・卒業までに 1 学期以上の在学期間がある修士・博士課程の留学生及び日本人学生 

・国際センター短期プログラムに所属している留学生 

 

 

４．応募・選考スケジュール 

履修希望者は、別紙２として添付する応募様式（http://www.tuat.ac.jp/~folens/recruitment/index.html

からもダウンロード可能）に必要事項を記入し、指導教員の署名を得た上で、短期コース応募を明記し、

以下の期日までに府中地区学生サポートセンターレポートボックス、あるいは小金井地区学生サポート

センターレポートボックスへ応募書類を投函して下さい。 

また同時に電子メールでも応募書類に記入して folensho@ml.tuat.ac.jp に送って下さい。 

書類選考を通過した応募者に対しては、以下の期日に面接を行います。 

 

応募〆切： 平成 25 年 10 月 9 日（水）12 :00 

書類選考結果通知： 10 月 9 日（水）午後（翌日以降の面接日時・場所を連絡しますので、

応募者は必ずメールを確認してください） 

面  接： 10 月 10 日（木）（場所：東京農工大学内） 

 10 月 11 日（金）（必要に応じて、場所：同上） 

選考結果通知： 10 月 11 日（金）夕方 

オリエンテーション：  10 月 16 日（水）（場所：東京農工大学内） 

 

 

５．選考基準 

本募集案内に別紙添付さる応募書類に基づき、 

・ 環境問題についての認識 

・ 「現場立脚型」環境リーダーについての考え方 

・ 環境リーダーとしてのキャリア･ビジョン 

・ 英語能力 

などの点を中心に本コース履修への適合性を審査し、認められたものが履修を許可されます。 

 

 

６．採用人数 

（１）短期コース：4 名程度 



 

 

 

７．問合せ先 

環境リーダー育成センター 

Email: folensho@ml.tuat.ac.jp 

URL: http://www.tuat.ac.jp/~folens/index_j.html 

府中キャンパス：1 号館 4 階 430、Tel: 042-367-5581 、042-367-5580 

小金井キャンパス：産官学連携・知的財産センター4 階 1401B、Tel: 042-388-7760          以上 


